
動物種 試験
無毒性量

(五g/kg体重相 )

最小毒性量

(mg/kg体重相 )

備考 D

ウサギ

発生毒性試験

(ラセ ミ体)

母動物 :36

月台児 :360

母動物 :120

胎児 :一

母動物 :縮瞳、摂餌量減少

胎児 :毒性所見なし

(催奇形性は認められなしう

発生毒性試験

Gメ トラクロー/D

母動物 :20

胎児 :100

母動物 :100

月台児 :500

母動物 :糞便量の減少、無

排泄及び軟便

胎児 :肢の異常湾曲等

(催奇形性は認められない)

イ ヌ

90日 間亜急性

毒性試験

しメトラクロ¬た0

雄

雌

15tl

17.2

雄

雌

3111

31.5

雌雄 :体重増加抑制等

6カ月間

亜急性毒性試験

(ラセ ミ体)

雄

雌

9.71

8.77

雄 :29.6

雌 :29.4

雌雄 :体重増加抑制等

1年間

慢性毒性試験

(ラセ ミ体)

雄

雌

9.7

9。 7

雄

雌

32.7

33.0

雌雄 :体重増加抑制等

D:備考に最小毒性量で認められた所見の概要を示す。

一 :最小毒性量が設定できなかつた。

各試験で得 られた無毒性量の最小値はイヌを用いた 6カ月間亜急性毒性試験の

8:77 mg/kg体重相 であつたが、より長期の 1年間の試験では 9.7 mg/kg体重/日 で

あり、この差は平均検体摂取量の違いによるもので、イヌにおける無毒性量は 9.7

mg/kg体重相 とするのが妥当と考えられた。

以上より、食品安全委員会は、イヌを用いた 1年間慢性毒性試験の 9.7 mg/kg体

重相 を根拠として、安全係数 100で除した 0.097 mg/kg体重/日 をす 日摂取許容量

lADI)と設定した。

AD1              0.097 mg/kg体 コ 日

lADI設定根拠資料)  慢性毒性試験

(動物種)       イヌ

(期間)        1年 間

(投与方法)      混餌           |
(無毒性量)      9.7 mg/kg体重相

(安全係数)      100
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<別紙 1:代謝物μ洒翠物等略称 >

記 号 略称 化寺″名

B CGA 37735 Ⅳ (2‐エチル‐
6‐ メチルフェニノL/n‐ 2‐ ヒドロキシアセ トアミド

B' CGA 13656 Ⅳ (2‐エチルー
6‐ メチルフェニ′L/2‐ 2‐ クロロアセトアミド

C CGA 41638
2‐ クロロ‐Ⅳ(2・エチル‐

6‐メチル‐フ上ニノD‐Ⅳ(2‐ ヒドロキシー
1‐

メチル‐エチノ1/Yアセトアミド

D CGA 46129
2‐ [(2-エ チル‐

6‐ メチル「フェニノD‐ (2‐ ヒドロキシ‐アセチノ→‐アミノ]

プロピオン酸

E CGA 50720 Ⅳ (2‐エチル‐
6‐メチル‐フェニノのオキサルアミド酸

F CGA 217498
Ⅳ (2‐エチル‐

6‐ メチル「フェニノ→‐Ⅳ (2‐ メ

エチル)‐ 2‐ メタン‐スルホニル‐アセトアミ

トキシ‐
1‐ メチル‐

ド

G CGA 47194
Ⅳ(2‐エチル‐

6‐ メチル‐フェニノ→‐
2‐ ヒ

‐
1‐ メチル‐エチノのアセトアミド

CGA l18270

CGA l19393

Ⅳ (2'‐ メトキシ‐
r‐メチル‐エチノの12‐エチル‐

6‐ メチル

(Sグルタチオニノめ‐アセ トアニリド

J
CGA 43826

CGA 46576

2‐アミノ‐
3‐ {[(2‐エチル‐

6‐ メチル‐フェニノL/10‐ メトキシ‐
1‐ メチル‐

エチノめ‐カノL/バモイノ司‐メチルスルファニノ1/1プ ロピオン酸

K CGA l10186
3‐ {[(2‐エチル‐

6‐ メチル‐フェニ′1/3‐ (2‐ メトキシ‐
1‐ メチル‐エチノD‐

力′″ モヾイノИ‐メチルスルファニノL/1‐ 2-ヒ ドロキシ‐プロピオン酸

L CGA l18243
3‐ {[(2‐エチル‐

6‐ メチル‐フェニ′L/n‐ 12‐ メトキシ‐
1‐ メチル‐エチノ→‐

カルバモイノ1/1‐ メタン‐スルフィニノ嗜‐
2‐ ヒドロキシ‐プロピオン酸

M Zone 4a
3‐ {[(2‐エチル‐

6‐ メチル‐フェニノL/2‐ (2‐ ヒドロキシ‐
1‐ メチル‐エチノD‐

カノL/バモイノИ‐メチル‐スルフィニノ1/1‐ 2‐ ヒドロキシ‐プロピオン酸

N

Zone 3

CGA 382594

の糖抱合体

3‐ {[(2‐エチル‐
6‐ メチル=フ ェニノL/10‐ グルコシド‐1‐ メチル‐エチ′L/1‐

カルバモイノ1/1‐ メチル‐スルファニノ1/1‐ 2‐ ヒドロキシ‐プロピオン酸

0
Zone 2a

(想定)

3‐ {[(2‐エチル‐
6‐ メチル‐フ三ニノ功‐

(2‐ グルコシド‐1‐ メチル‐エチノ1/n‐

カノL/バモイノ1/1‐ メチノレスルフィニノL/1‐ 2‐ ヒドロキシ‐プロピオン酸

P CGA 41507
肝 (2‐エチル‐

6‐ メチルフ土ニル)‐Ⅳ (2‐ メトキシ‐
1‐ メチル‐エチル)‐

アセトアミド

P' CGA 42446
Ⅳ(2‐エチル‐

6‐メチル‐フェニノL/n‐Ⅳo‐ ヒドロキシ‐
1‐ メチル‐

エチノめ‐アセトアミド

Q

CGA 51202

(ラ セ ミ肉

CGA 351916

(Sの

Ⅳ O‐エチル‐
6‐ メチル‐フェニノ1/1‐ Ⅳ (2‐ メトキシ‐

1‐ メチル“エチ′D‐

オキサルアミド酸

67



記号 略称 化|デ1イら

T CGA 49751
4L(2‐エチル‐

6‐ メチル‐フェエル)‐ 2‐ ヒドロキシ‐
5,メ チル‐モルホリン

‐31オン

U CGA 37913 2‐ (2‐ エチル‐
6‐ メチル‐フェニルアミノ)‐ プロパン‐

1‐オール

V

CGA 322966

(ラセミ

`本

)

.CGA 354743

(ラセミ体、Na ω

CGA 37694

じ体)

CGA 380168

(S体、Na塩)

胞‐エチル‐
6‐メチル‐フェニノのセ‐メトキシ‐

1‐メチル‐エチノの‐

カルバモイル〕‐メタン‐スルホン酸

W CGA 40172
Ⅳ(2‐エチル‐

6‐メチルフェニノD‐ 2‐ ヒ

メチル‐エチル)‐アセトアミド

X CGA 40919 4‐ (2‐エチル‐
6‐ メチルフェニノD‐ 5‐ メチルモルホリン‐

3‐オン

Y CGA 48087
2‐ メチルスルフィニル‐N(2‐エチル 6ヽ‐ メチルフ三二′D‐Ⅳ (2‐

メトキシ=1‐メチルエチノL/n‐ アセトァミド

Z CGA 42444 Ⅳ(2‐エチル‐
6‐メチルフェニノめ‐アセトアミド

ANl CGA 50026
Ⅳ(2‐エチルL6‐ メチル‐フェニノD‐Ⅳ(2‐ ヒドロキシ‐

1‐ メチル‐

エチノつい
2‐メタン‐スルフィニル‐アセトアミド

AN2 CGA 133275
Ⅳ(2‐エチル‐

6‐メチ′レ‐フエニル)‐Ⅳ(2‐ ヒ

エチ′L/n‐ 2‐ メタン‐スルホニル‐アセトアミ

ドロキシ‐
1‐ メチル‐

ド

AN3

F14、

F18(β‐ク
゛
ルクロン

酸抱合の

2‐ クロロ‐Ⅳ 12,(1‐ ヒドロキシ‐エチノ⇒「6‐ メチル‐フェニノ司O‐

ヒドロキシ‐
1‐ メチル‐エチノ1/1‐ アセ トアミド

AN3' U26 IAN3]の サイクリックエーテル

AN4 F8'
Ⅳ[2・ (1‐ ヒドロキシ‐エチンL/n‐ 6‐ メチル‐フェニノИ‐ⅣO‐ ヒドロキシ‐

1‐

メチル‐エチノ→‐
2‐ メタン‐スルフィニノレアセトアミド

AN5 U2、 F2a、 U27
2‐ クロロ‐Ⅳ(2‐エチル‐

6‐ ヒドロキシ‐メチル‐フェニノ1/n‐Ⅳo‐メトキシ
‐
1‐ メチル‐エチル)‐アセトアミド

AN5' F12 lAN5]の サイクリックエーテル

AN6 U4、 U4"
2‐ クロロ‐Ⅳ [2‐ (1‐ ヒドロキシ‐エチル)‐6‐ メチル‐フェニル]」√(2-

メトキシ‐
1‐ メチル‐エチノD‐アセトアミド

AN7 U5、 F6
2‐ クロロ‐N(2,エチル‐

6‐ ヒドロキシ‐メチル‐フェニノL/n‐Ⅳo‐

ヒドロキシ‐
1‐メチル・エチノめ‐アセトアミド

AN7' U8 lAN7]のサイクリックエーテル
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記号 略称 化|¥14彗

AN8 U12、 F7
丼 [2‐ (1‐ ヒドロキシ‐エチノ1/2‐ 6‐ メチル‐フェニノИ「Ⅳ O‐ ヒドロキシ

‐
1‐ メチル‐エチノ1/n‐ 2‐ メタン‐スルホニル‐アセ トアミド

AN9 U13
2‐ クロロ‐Ⅳ 12‐ (1‐ ヒドロキシ‐エチル‐

6‐ ヒドロキシ‐メチル‐

フェニル)‐N(2‐ ヒドロキシ‐
1‐ メチル‐エチノ1/n‐ アセ トァミド

AN9' F8 lAN9]のサイクリシクエーテル

AN10 U15
Ⅳ(2‐エチル‐

6‐ ヒドロキシ・メチル‐フェニノ⇒‐ⅣO‐ ヒドロキシ‐
1‐

メチル‐エチル)‐ 2‐メタン‐スルフイニノンアセトアミド

ANll U23
Ⅳ(2‐エチル‐

6‐ ヒドロキシ‐メチル“フェニノL/n‐Ⅳ(2‐ ヒドロキシ‐
1‐

メチル‐エチノD‐ 2‐ メチル‐スルファニル‐アセトアミド

AN12 F17'
2,ヒ ドロキシ‐Ⅳ [2‐ (1‐ ヒドロキシ‐エチル)‐ 6‐ メチル‐フェニノL/1‐ Ⅳ (2‐

メトキシ‐
1‐ メチル‐エチ′L/n‐ アセ トァミド

AN12' L「 Y、   FY lAN12]の サイクリックエーテル

AN16 CGA212245 メチル‐エチル‐アニリン
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<別紙 2:検査値等略称>
略称 名 称

ACh アセチルコリン

Adr ア ドレナリン

A/Gレヒ アルブミン/グロブリン比

al 有効成分量

Alb アルブミン

ALP アルカリホスファターゼ

ALT
アラニンアミノトランスフェラァゼ

E―グルタミン酸ピルビン酸 トランスアミナーゼ (GPT)]

AST
アスィヾラギン酸アミノトランスフェラーゼ

[=グルタミン酸オキサロ酢酸 トランスアミナーゼ (GOT)]

BrdU

BUN 血液尿素窒素

Cmax 最高濃度

CMC カルボキシメチルセルロース

Cre クレアチニン

CYP チトクロームP450アイソザイム

DMN ジメチルニ トロソアミン

EROD エートキシレゾルフィン θデエチラーゼ

GGT γ‐グルタミノントランスフェラーゼ

[=γ
‐グルタミルトランスペプチダーゼ lY‐ GTP)]

Glob グロブリン

GST グルタチオンⅢSト ランスフェラーゼ

Hb ヘモグロビン (血色素量)

His ヒスタミン

Ht ヘマ トクリット値

LCso 半数致死濃度

LDso 半数致死量

LDH 乳酸脱水素酵素

MC メチルセルロース

MCH 平均赤血球血色素量

IIICHC 平均赤血球血色素濃度

MCV 平均赤血球容積

Oxt オキシ トシン

PAM プラリドキシム

PCNA 増殖性細胞核抗原

70



略称 名称

PHI 最終使用から収穫までの日数

PT プロトロンビン時間

PROD ペントキシレゾルフィシ 0デアルキラーゼ (～デペンチラーゼ)

RBC 赤血球数

RDS 複製 DNA合成

T1/2 消失半減期

TAR 総投与 (処理),放射能

T.Bil 総ビリルビン

TChol 総コレステロール

TG トリグリセリド

Tmax 最高濃度到達時間

TP 総蛋白質

TRR 総残留放射能

UDPGT ウリジンニ リン酸グルクロニル トランスフェラーゼ

WBC 白血球数
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<別紙 3:作物残留試験成績>

′嘗吻名

(分析部位)

実施年度

試

験

圃
場

数

使用量

(g ai/ha)

回

数

０
Ш
０

残留値 lmg/kυ

公的分析機関 社内分析機関

メトラクロすブレ T U メ トラクロール

櫛 軸 脚 軸 枷 軸 雛 軸

とうもろこし

(未成熟子実)

1979Z手り電

1

2,250EC

105 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

99 く0.01 く0.01 く0.01 <0.01

とうもろこし

(乾燥子実)

19η 年度

1 139 く0.01 く0.01 <0.01 <0.01

1 138 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

とうもろこし

(未成熟子実)

1986Z■度

1

1,800EC

92
118

<0.01

く0.01

<0.01

く0.01

<0.01

く0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0:01

く0.01

０

０

●

鋤

1

８４

・０１

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

く0.01

<0.01

<0.01

く0.01

０

０

０

０

＜
　
＜

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

とうもろこし

(乾燥子実)

1986イ手度

４

０

２

５

<0.01
く0.01

１

１

０

０

０

０

＜
　
＜

<0.01
<0.01

<0.01

く0.01

０

０

０

０

く
　
＜

０

０

０

０

く
　
く

<0.01

<0.01

く0.01
<0.01

０

７

０

１

く0.01

く0.01

０

０

０

０

＜
　
く

<0.01
<0.01

<0.01
く0.01

<0.01

<0.01

<0.01
く0.01

く0.01

く0.01

０

０

０

０

＜
　
＜

とうもろこし

(青刈り)

19864F度

1

４

０

５

８

く0.01
<0.01

く0.01
く0.01

０

０

０

０

＜
　
く

<0.01

<0.01
0.02

0.01

２

１

０

０

０

０

<0.01

く0.01

０

０

０

０

＜
　
＜

1

０

７

６

７

<0.01
く0.01

１

１

０

０

０

０

＜
　
＜

０

０

０

０

＜
　
く

<0.01
<0.01

く0.01
<0.01

<0.01
<0.01

く0.01

<0.01

<0.01

<0.01

とうもろこし

(青刈り)

1985Z■度

1,2001VP

1

０

０

６

７

く0.01
<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

く0.01

く0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

1

３

３

５

６

<0.01

<0.01

０

０

０

０

く
　
＜

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01
<0.01

<0.01

０

０

０

０

＜
　
く

<0.01
く0.01

０

０

０

０

＜
　
＜

だいず

(乾燥子実)

1980年度

2,250EC
136 <0.01 <0.01 <0.005 く0.005

1 105 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005

あずき

(乾燥子実)

1986イ平響電

1,200WP
133 <0.01 く0.01 <0.01 <0.01

120 く0.01 <0.01 <0.01 く0101

いんげんまめ

(乾燥子実)

1986イ手度

1

1,800EC
108 <0.01 <0.01 / <0.01 く0101

1 106 <0.01 <0.01 <0.01 く0.01

べにばな
いんげん

(乾燥子実)

2005イ手度

1,200WP

132 ド0.05 <0.05

/1 123 <0.05 く0.05

らつかせい

(子実)

1979イ手響艶

2,250EC
117 <0.01 く0.01 <0.01 く0.01

142 <0.01 <0.01 <0.01 く0.01

ばれいしょ

(塊茎)

1987年度

1

1,800EC
121 <0.01 <0.01 <0.01 0ヽ.01

96 <0.01 く0.01 <0.01 く0.01

さといも

(塊根)

1987年度

1

1,800EC
175 <0.01 く0.01

/
く0.01 く0.01

179 <0.01 <0.01 <0.01 く0.01
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作物名

(分析部位)

実施年度

試

験

圃
場
数
　
１

使用量

(g ai/ha)

2,250EC

回

数

０

　

　

１

ＰⅢ
Ｏ
　
　
ｍ
・５３

残留値 (mg/kg)

公的分析機関 社内分析機関

メ トラクロール T 」 メ トラクロール

枷 勁 脚 勁 趙 勁 雛 軸

かんしょ

(塊根)

1979年度

<0.01
く0.01

く0.01
<0.01

く0.01
<0.01

<0.01

<0.01

1 93 <0.01 <0.01 く0.01 <0.01

やまのいも

(塊根)

19964「度

1,200WP

1
1121)

12021

く0.005
<0.005

く0.005
<0.005

<0.005

<0.005

く0.005
<0.005

1
180D

18021

<0.005

く0.005

く0.005
く0.005

<0.005

く0.005

く0.005
く0.005

こんにゃく
いも

(チ」t:塁三)
1987年度

1,800EC

1 152 く0.01 く0.01 <0.01 く0.01

1 135 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

てんさい

(根帥

1982年度

1,800EC
1 155 <0.01 <0.01 く0.005 <0.005

1 154 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005

てんさい

(根部)

1993年度

2 600EC 1 91 <0.01 <0.01 <0.01 く0.01

てんさい

(根部)

2007`手響重

2 1,800EC 1 90 <0.01 <0.01 / く0.01 <0.01

だいこん

(根部)

19804「度
1,350EC

1 54 <0.01 <0.01 <0.005 く0.005

1 64 <0.01 <0.01 く0.005 <0.005

だいこん

(葉部)

19804F度

1 54 く0.01 く0.01 く0.005 く0.005

1 64 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005

かぶ

(根部)

2003`手響謹
9ooEC

1 86 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01

1 77 <0.01 く0.01 <0.01 <0.01

かぶ

(葉部)

2003年度

1 86 く0.01 <0.01

/
<0.01 く0.01

1 77 <0.01 <0.01 く0.01 <0.01

はくさVヽ

(茎葉)

1985年度

1,000MG
1 45 <0.01 く0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

1 47 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

キャベツ

(葉球)

1980年度

1,350EC
1 45 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005

1 64 <0.01 <0.01 く0.005 <0.005

キャベツ

(葉球)

1988Z手響奎

9ooEC
1 61 <0.005 <0.005 <0.01 <0.01

1 46 <0.005 <0.005 <0.01 <0.01

たまねぎ

(腱 )

1986年度

1,200WP

1
8531

1020

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

く0.01

<0.01

<0.01

1
869
1100

<0.01
<0.01

１

１

０

０

０

０

＜
　
＜

く0.01
く0.01

<0.01

<0.01
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作物名

(榊 )

実施年度

試

験

圃
場
数

１

使用量

(g ai/hal

1,000MG

回

数

０

　

　

１

PHI
(日 )

176

残留値 (mgな g)

公的分析機関 社内分析機関

メトラクロール T メトラクロール

椰 軸 漏群誦直1 勁 雛 勁 脚 勁

たまねぎ

(1辱11書き1)

1989年度

<0.005 <0.005

/
<0.005 <0.005

1 1 179 く0.005 く0.005 <0.005 く0.005

にん じん

(根部)

1980年度

1

1,350EC
1 116 0.01 0.01 <0.005 <0.005

1 115 <0.01 <0.01 <0.005 く0.005

にん じん

(根部 )

1989犠

1

900WP
1 162 0.005 0.005 <0.01 <0.01

1 119 <0.005 <0.005 く0.01 <0.01

さやいんげん

(さ や)

1986生
「 月菱

1

1,800EC
1

ワ
‘ <0.01 く0.01 <0.01 <0.01

1 72 <0.01 <0.01 <0.01 く0.01

えだまめ

(さ や)

1980年度

2,25伊 C
109 <0.02 <0.02 <0.005 <0.005

80 <0.02 <0.02 <0.005 <0.005

えだまめ

(さ や)

2003年度

1,800EC
66 く0.01 <0.01 く0.02 <0.02

86 く0.01 <0.01 <0.02 <0.02

うど

(可食部)

2005年度

2 1,000SC 235 <0.01 <0.01

ソルガム

(茎葉)

19894「月菱

1,000SC

８４

・３８

く0.005
く0.005

く0.005
く0.005

<0.005
<0.005

<0.005
<0.005

1
84
138

く0.005
く0.005

<0.005

く0:005・

く0.005
<0.005

<0.005

く0.005

注)EC:平L剤、WP:水和剤、MG:細粒剤、SC:フ ロアブル  /:分析せず

すべてのデータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均にくを付して記載した。

代謝物の加水分解物T及びUの残留値はメトラクロールに換算して記載した。換算係数は、
メトラクロー′p/T=1.14

メトラクロー/5/Ul.47
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